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学生支援機構奨学金が学生の経済活動（第Ⅱ部・第 2 章〜第 4 章），学生の生活時間配分に与














































                                    


































第 3 章では，第 2 章で得られた知見を多年度分析によって更に検証した。その結果，家庭給
付が著しく抑制されること，アルバイト収入が抑制されないこと，修学費が増額することにつ
いては知見の安定性が見られた。このことから奨学金が高等教育機会均等に寄与するとともに，
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